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はじめに

　遺伝医学の最近の進歩は目覚ましいものがあり，特に

ヒトゲノム計画が終了したことにより，ポストゲノム時

代の医療は大変革が期待されている．例えば遺伝性疾患

の診断や生活習慣病・がんなどの疾患感受性検査は飛躍

的に進むと考えられ，それに関連して遺伝カウンセリン

グの需要も増大すると考えられる．一方では，高校生物

の遺伝に関する記載は減少傾向にあり’），また地域住民

と接触する第一線にいる保健師は遺伝に関する知識の不

足を認識していることなど2），遺伝学の進歩と一般市民

とのギャップは益々大きくなることが危惧される．

　このような意味で一般市民に対する遺伝教育が必要と

考えられるが，日本の文化・風土は欧米諸国とは異なり，

恥の文化であるとか，「遺伝」を隠蔽したり，差別する

傾向があるとも言われている．このため，まず「遺伝」

に対してどのようなイメージを持っているかに関するア

ンケート調査を行ったので報告する．

対象および方法

　長崎大学の学生！06名（医学科2年生87名，医療短大

助産学専攻学生19名）を対象とした．質問項目は表1に

示す．結果はπ2検定で有意差を判定した．

表1．「遺伝」についてのアンケート

1　年齢；10代（）　20代（）　30代（）　40代（）　50代（）

2　性；女性（）　男性（）

3　あなたは高校時代に生物の授業を受けましたか？　はい（）　いいえ（）

4　あなたの周囲に遺伝性の病気（染色体異常を含む）の方がおられますか？

　　いる　（　）　いない（　）

5　遺伝性の病気は稀なもので，自分にはほとんど関係がないと思いますか？

　　はい（　）　いいえ（　）

6　長崎県では保健所・保健センターを介した遺伝カウンセリング（相談）システムがあることを

ご存じですか？

　　知っている（　）　知らない（　）

7　出生前診断という言葉を聞いたことがありますか？　ある（）　ない（）

8　出生前診断を行うことについて

　　推進するべき（）　行うべきではない（）　場合による（）

　　わからない（　）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9　「遺伝」についてのイメージ（複数回答可）

　　暗い（）　特殊（）　宿命的（）　秘密（）　恥（）　運（）

　　罪・罰（）　神の定め（）　個人の問題（）　家族の問題（）

　　変化し得る（）　乗り越えることができる（）　人間の幸福に役立つ（）

　　その人らしさ（）　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1
2
3

長崎大学医学部保健学科

長崎大学医学部・歯学部附属病院

信州大学医学部大学院
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結　　果

（1）質問項目1～8について（表2）

　年齢は18歳以上で多くは20歳代前半と考えられる．性

別では女性が56％，男性が44％であった．

　高校時代に生物を選択したものは女性が76％，男性が

38％であった．全体では59％が生物を選択していた．

　周囲に遺伝性疾患の人がいると答えたものは全体では

18％であった．

　遺伝性疾患は自分とはほとんど関係ないと答えたもの

は全体で21％であった．しかし，前項で周囲に遺伝性疾

患の人がいるとしたものは全員「いいえ」の回答であっ

た．

　遺伝性疾患の診断に関連して，長崎県の遺伝カウンセ

リング体制を知っていますかとの問いに対しては知って

いると答えたものは全体で20％であったが，男性ではわ

ずか2％であった．

　出生前診断という言葉に対する認知度は高く，ほぼ

100％であったが，診断を行うことに関しては，推進す

るべきと答えたものは8％，行うべきではないとするも

のは6％，約7割の人は場合によるとの回答であった．

周囲に遺伝性疾患の人がいる場合には，推進するべきと

の回答は16％と高い傾向であったが有意差はなかった．

（2）「遺伝」についてのイメージ（表3）

　全体として10％以上の回答があった項目は「宿命的」，

表3．「遺伝」についてのイメージ（複数回答；総数274）

暗い

特殊

宿命的

秘密

恥

罪・罰

運

神の定め

個人の問題

家族の問題

変化し得る

乗り越えられる

幸福に役立つ

その人らしさ

その他

否定的

肯定的

　女男計遺伝性疾患＃
2（1）　1（1）　3（1）　O
l3（8）　13（12）　26（9）　4（7）

23（14）　22（20）　45（16）　10（！8）

8（5）　4（4）　12（4）　0（0）＊

0　　　　0　　　　0　　　　0

0　　　　0　　　　0　　　　0

12（7）　6（6）　18（7）　3（5）

7（4）　7（6）　！4（5）　4（7）

10（6）　8（7）　18（7）　2（4）

27（16）　10（9）　37（14）　5（9）

15（9）　12（11）　27（10）　3（5）

8（5）　4（4）　12（4）　6（ll）＊

8（5）　5（5）　13（5）　5（9）

28（17）　16（15）　44（16）　14（25）＊

4（2）　1（1）　5（2）　1（2）

65（39）　53（49）118（43）　21（37）

59（36）　37（34）　96（35）　28（49）＊

（）内は％。＃は周囲に遺伝性疾患患者がいる群。＊の項日は有意差あり。

「変化し得る」，「その人らしさ」，「家族の問題」であっ

た．「罪・罰」，「恥」と答えたものはいなかった．

　暗い，特殊，宿命的，秘密，運，神の定め，罪・罰，

恥の8項目をまとめて「否定的」イメージ，変化し得る，

表2．遺伝アンケート結果1

10代

20代

30代

26

79

1

性

男

女

47

59

高校時代の生物＊

女 男 計

あり

なし

45（76）

14（24）

18（38）

29（52）

63（59）

43（41）

周囲の遺伝性疾、患

　　　　　　女 男 計

遺伝性疾、患は自分とは無関係

　　　　　　女 男

10

37

計 遺伝性疾患＃＊

あり

なし

無回答

11

47

1

8
39

19（18）

86（81）

はい

いいえ

12

47

22（21）

、84（79）

0（0）

19（100）

長崎県の遺伝カウンセリング体制

　　　　　　　　女　　　　男 計

知っている　　20（34）

矢口らない　　　 39（66）

1（2）

46（98）

21（20）

85（80）

出生前診断の施行

女 男 計 遺伝性疾患＃

肯定的

否定的

場合による

分からない

その他

4（7）

3（5）

45（76）

5（8）

2（3）

5（11）

2（4）

30（64）

10（21）

0

9（8）

5（5）

75（71）

15（14）

2（2）

3（16）

0
14（74）

2（10）

0

（）内は％。＃は周囲に遺伝性疾患患者がいる群。＊の項目は有意差あり。
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「遺伝」のイメージ

乗り越えられる，幸福に役立つ，その人らしさの4項目

をまとめて「肯定的」イメージと考えると，全体として

は否定的イメージがやや多いという結果であった．

考　　察

　主に20歳代男女の遺伝に関連する意識を調査した．高

校時代に生物を選択したものは女性に多いが，生物選択

の有無と他の項目との関連は見られなかった．

　長崎県の遺伝カウンセリング体制の認知度は低く，こ

れは周囲に遺伝性疾患の人がいる場合も同様であり，さ

らなる広報活動の必要性を痛感した．

　遺伝についてのイメージでは全体として否定的イメー

ジがやや多く，男性でより多い傾向が見られた．「遺伝」

という言葉が「遺伝病」に直結するか否かは今回の調査

では断言はできないが，「遺伝病」に対する意識として

は恐怖・憐欄・嫌悪などのイメージが多いという調査結

果もあり3），未だ「遺伝」に対しては全体として否定的

なイメージが多く，今後の正しい遺伝教育が必要と考え

られる．

　日本は恥の文化であるという言葉があるが，今回の調

査では「遺伝」には「恥」というイメージは伴っていな

い．これは今回の対象年齢が20歳代前半ということに関

わる可能性はあるが，予備的な40～50歳代の調査でも

「恥」という回答はなかった．また，「罪・罰」という回

答もなかったが，これは日本人の宗教意識との関連があ

るかもしれない．

　遺伝に関する意識は周囲に遺伝性疾患患者がいるか否

かにより，即ち，遺伝に対して意識が向かっているか否

かにより影響を受けている．周囲に遺伝性疾患あり群は，

遺伝性疾患は自分とは無関係ではないと考え，「遺伝」

イメージでは，「宿命的」であり，「変化し得る」ことは

あまりなくても，それは「秘密」ではなく，「その人ら

しさ」という個性として受容し，「乗り越えられる」と

希望を持とうとしており，肯定的イメージが強くなって

いると考えられる．

　今後，医学関係以外の学生，より年長の年齢層に対象

を拡大して調査を行いたい．
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